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報道関係各位 

 

 

２００９年１０月２１日 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ 

地地地地デジデジデジデジ対応型対応型対応型対応型テレビテレビテレビテレビ所有所有所有所有、、、、着実着実着実着実にににに増加増加増加増加しししし((((前年比前年比前年比前年比プラスプラスプラスプラス 8.78.78.78.7％％％％))))６６６６割割割割をををを超超超超えるえるえるえる！！！！    
～博報堂ＤＹメディアパートナーズ「地上デジタル放送浸透度調査」～ 

 

 

株式会社博報堂ＤＹメディアパートナーズ（本社：東京都港区、社長：佐藤孝 以下博報堂ＤＹメディアパートナーズ）は、

地上デジタル放送開始前の２００３年７月より、通算１０回目となる地上デジタル放送の浸透度に関する調査を行いました。

今回の報告書は、全１０回の調査のうち２００４年から２００９年までの各７月時点の調査結果６回分を時系列でまとめたもの

です。本調査は、視聴者における地上デジタル放送への理解や特性認知状況の推移を時系列的に調査し、激変するメディ

ア環境の変化を把握することを目的としています。 

 

昨年一気に５割を突破した地上デジタル放送対応テレビの所有は、今回の調査では６１％と６割を超えました。対前年度

からの増加率をみると、８．７ポイントアップして着実に増加していることが伺えます。 

地上デジタル放送対応テレビの内訳を見ると、所有者６１％のうち９割以上が地上デジタル放送を直接受像できる内蔵型

でした。また、地上デジタル放送の視聴状況をたずねた質問では、「地上デジタル放送をすでに見ている」と答えた人は、前年

から８．２ポイントアップし、５２％と５割を突破しました。 

 

今年は地デジ普及促進に貢献する施策「エコポイント制度」について聞いています。エコポイント制度は、ほぼ全員が認知

（９９．３％）していて、「内容認知者」は６６．３％でした。エコポイント制度を利用して地上デジタル対応テレビを「購入した」人

は４．９％いました。また２４％が「エコポイント制度を利用して買う予定」としています。 

 

過去６年間にわたって地上デジタル放送の理解や特性認知状況の推移をみてきましたが、地上デジタル放送の認知につい

ては、地上デジタル放送という言葉を「聞いた気がする」の０．３％を含めて、ほぼ全員が認知している状況で、「地上デジタル

放送」という言葉は完全に普及・定着していると言えます。また、「アナログ放送は２０１１年７月２４日に完全終了」、「従来受

像機では視聴できない」の特性認知については、ほぼ全員が認知しており、周知徹底されていることが伺えます。 

 

また、ワンセグ放送対応携帯電話の所有は、２００６年からのこの４年間で１７倍以上増加し、今年は５５．２％と５割を超

えました。ワンセグ携帯電話所有者の約７割が、携帯電話でワンセグ放送を見ている（「よく見る＋時々見る」合計）ことも分か

りました。 

 

博報堂ＤＹメディアパートナーズは、総合メディア事業会社として、今後も地上デジタル放送の浸透度に関する定点調査を

行い、メディア環境と生活者の移り変わりについて調査・研究していきます。 
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主主主主なななな調査結果調査結果調査結果調査結果    

    

「「「「地上地上地上地上デジタルデジタルデジタルデジタル放送対応放送対応放送対応放送対応テレビテレビテレビテレビのののの所有所有所有所有率率率率」」」」６６６６割割割割をををを突破突破突破突破しししし、、、、着実着実着実着実にににに増加増加増加増加    

● 昨年一気に５割を突破した地上デジタル放送対応テレビの所有率は、今回の調査では６１％と６割を突破しました。対

前年度からの増加率をみると、２００５年が５．９ポイント、２００６年が８．７ポイント、２００７年１１．３ポイント、２００８年

１７ポイント、本年度も８．７ポイントアップして６割を超え着実に増加しています。 

● また、地上デジタル放送対応テレビの内訳を見てみると、所有者６１％のうち５５．３％と、９割以上が地上デジタル放送

受像をできる内臓型と答えています。 

 

 

「「「「地上地上地上地上デジタルデジタルデジタルデジタル放送放送放送放送ををををすでにすでにすでにすでに視聴視聴視聴視聴」」」」がががが５５５５割割割割をををを突破突破突破突破    

● 地上デジタル放送の視聴状況についてたずねた質問では、「すでに見ている」と答えた回答者は、昨年（４３．８％））から８．

２ポイントアップし、ついに５２％と５割を突破しました。２００５年調査以降毎年１０ポイント前後の増加を示し、地上デジ

タル放送の視聴が急速に広まっています。 

 

「「「「地上地上地上地上デジタルデジタルデジタルデジタル対応対応対応対応テレビテレビテレビテレビからからからから直接受信直接受信直接受信直接受信」」」」がががが全体全体全体全体のののの６６６６割以上割以上割以上割以上    

● 地上デジタル放送を既に見ている人がどのような方法で地上デジタル放送を受像しているかをたずねた質問では、「地上

デジタル（以下地デジと略記）対応テレビから直接受信」が全体で６１．５％と６割以上を占めています。次いで「地デジ対

応テレビ＋地デジ対応ケーブルテレビ経由」（２４％）、「地デジ非対応テレビ＋地デジ対応ケーブルテレビ用機器経由」

（１２．８％）、「地デジ非対応テレビ＋地デジ対応録画機経由」（７．７％）、「地デジ非対応テレビ＋外付け地デジチュー

ナー経由」（２．６％）と続いています。 

● 受像方法としては「地デジ対応テレビ」が「地デジ非対応テレビ」を大きく上回っています。 

内臓 外付け

２００９年７月 （Ｎ=６００） 55.3 5.7

２００８年７月 （Ｎ=６００） 45.2 7.2

２００７年７月 （Ｎ=６００） 28.2 7.2

２００６年７月 （Ｎ=６００） 19.5 4.5

２００５年７月 （Ｎ=６００） 10.0 5.3

２００４年７月 （Ｎ=８２０） 5.0 4.4

（％）

所有内訳

持っている 持っていない

61.061.061.061.0

52.352.352.352.3

35.335.335.335.3

24.024.024.024.0

15.315.315.315.3

9.49.49.49.4

39.039.039.039.0

47.747.747.747.7

64.764.764.764.7

76.076.076.076.0

84.784.784.784.7

90.690.690.690.6
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ほぼほぼほぼほぼ全員全員全員全員がががが認知認知認知認知「「「「エコポイントエコポイントエコポイントエコポイント制度制度制度制度」」」」    

● エコポイント制度については、ほぼ全員が認知（内容を知っている＋見聞きしたことがある）しています。 「内容まで詳しく

知っている」は９．３％、「内容までだいたい知っている」は５７．０％で、合わせた「内容認知者」は６６．３％でした。 

● エコポイント認知者の中でエコポイント制度の利用によって地上デジタル対応テレビを「購入した」人は４．９％いました。ま

た２４％が「エコポイント制度を利用して買う予定」としています。 

（Ｎ=６００）

首都圏 （Ｎ=４１５）

京阪神圏 （Ｎ=１８５）

全　　体

地
　
域

内容まで詳しく知っている
見聞きしたことはある

まったく知らない
内容までだいたい知っている

9.39.39.39.3

10.410.410.410.4

7.07.07.07.0

57.057.057.057.0

56.656.656.656.6

57.857.857.857.8

33.033.033.033.0

32.332.332.332.3

34.634.634.634.6

0.70.70.70.7

0.70.70.70.7

0.50.50.50.5
    

    

「「「「地上地上地上地上デジタルデジタルデジタルデジタル放送放送放送放送のののの認知認知認知認知」」」」はははは１００１００１００１００％％％％ 

● 「地上デジタル放送」という言葉を「聞いたことがある」という確信者は、昨年同様９９．５％に達し、「聞いたことがある気が

する」の０．３％を含めるとほぼ全員が「地上デジタル放送」という言葉を認知しているという状況です。 

● 「地上デジタル放送」という言葉を「聞いたことがある」という確信者は、第１回調査の２００３年時点は８４．９％と８割台で

したが、２００４年以降は９割台半ば以上の高率で推移し、「地上デジタル放送」という言葉は完全に普及・定着している

といえます。 

 

「「「「地上地上地上地上デジタルデジタルデジタルデジタル放送放送放送放送のののの理解理解理解理解」」」」はははは９９９９割割割割以上以上以上以上        

● 「地上デジタル放送」について内容を理解（人に説明できる＋自分では理解）している人は６４．６％と、昨年に比べ５．９

ポイント増でこれまでの最高率を示しています。２００６年以降「少しなら理解している」も含めた理解率をみると、２００６

年８１．８％、２００７年８４．０％、２００８年８６．０％、そして本年が９２．０％と確実に上昇し、本年度は９割を超えて

います。 
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２００９年７月 （Ｎ=５９９）

２００８年７月 （Ｎ=５９８）

２００７年７月 （Ｎ=６００）

２００６年７月 （Ｎ=５９８）

２００５年７月 （Ｎ=５９９）

２００４年７月 （Ｎ=８２０）

人に説明できるほど
理解している

人に説明できるほどではないが
自分では理解している

少しなら理解している

あまり理解していない

10.710.710.710.7

9.29.29.29.2

7.07.07.07.0

11.911.911.911.9

8.28.28.28.2

7.67.67.67.6

53.953.953.953.9

49.549.549.549.5

41.041.041.041.0

38.638.638.638.6

31.131.131.131.1

34.034.034.034.0

27.427.427.427.4

27.327.327.327.3

36.036.036.036.0

31.331.331.331.3

38.738.738.738.7

31.831.831.831.8

8.08.08.08.0

14.014.014.014.0

16.016.016.016.0

18.218.218.218.2

22.022.022.022.0

26.626.626.626.6

 

「「「「２０１１２０１１２０１１２０１１年年年年７７７７月月月月２４２４２４２４日日日日アナログアナログアナログアナログ停波停波停波停波」「」「」「」「従来受像機従来受像機従来受像機従来受像機ではではではでは視聴視聴視聴視聴できないできないできないできない」」」」はほぼはほぼはほぼはほぼ１００１００１００１００％％％％認知認知認知認知    

● 地上デジタル放送の特性認知をみると、「従来受像機では視聴できない」「アナログ放送は２０１１年７月２４日に完全終

了」については昨年同様高い認知率を示し、それぞれ９８％、９９％とほぼ全員が認知しており、地上デジタル放送の環

境特性については周知徹底されていることが伺えます。 

 

約約約約９９９９割割割割がががが「「「「地上地上地上地上デジタルデジタルデジタルデジタル用用用用ののののアンテナアンテナアンテナアンテナ替替替替えのえのえのえの必要性必要性必要性必要性」」」」をををを認知認知認知認知    

● 地上デジタル放送の受信方法について「アナログ用から地上デジタル用のアンテナに替えなければならないこと」の認知率

は８９．８％と約９割が認知しています。 

    

５５５５割割割割以上以上以上以上ががががワンセグワンセグワンセグワンセグ放送対応携帯電話放送対応携帯電話放送対応携帯電話放送対応携帯電話をををを所有所有所有所有    

● ワンセグ放送対応携帯電話の所有率は、年々飛躍的に伸び本年は昨年から１８．７ポイント増の５５．２％と５割を超え

ています。２００６年（３．２％）からのこの４年間で、１７倍以上増加しています。 

２００９年７月 （Ｎ=６００）

２００８年７月 （Ｎ=６００）

２００７年７月 （Ｎ=６００）

２００６年７月 （Ｎ=６００）

持っている 持っていない

13.713.713.713.7

3.23.23.23.2

44.844.844.844.8

63.563.563.563.5

86.386.386.386.3

96.896.896.896.8

55.255.255.255.2

36.536.536.536.5

 

 

ワンセグワンセグワンセグワンセグ携帯電話所有者携帯電話所有者携帯電話所有者携帯電話所有者のののの７７７７割割割割がががが携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話ででででワンセグワンセグワンセグワンセグをををを視聴視聴視聴視聴    

● ワンセグ携帯電話所有者のワンセグ放送視聴状況をみると、「よく見る＋時々見る」の合計で、約７割が携帯電話でワン

セグ放送を見ていることが分かりました。 

● 「よく見る」は全体で６．９％、「時々見る」は６２．３％、「見ていない」は３０．７％となっています。 

 

 

 



   

5/5 

調査設計調査設計調査設計調査設計    
 

 ■調査地域…………… 首都圏・京阪神の２地区 

 ■調査時期…………… 第１回：２００３年７月１５日～１８日 

第４回：２００４年７月 ６日～１２日 

第６回：２００５年７月２１日～２５日 

第７回：２００６年７月１９日～２１日 

第８回：２００７年７月２７日～３１日 

第９回：２００８年７月２５日～２９日 

第１０回：２００９年７月２７日～２８日 

 ■調査対象者………… ２０歳～５９歳の男女 

 ■調査対象者数……… 第１回：計８２０人 

第４回：計８２０人 

第６回：計６００人 

第７回：計６００人 

第８回：計６００人 

第９回：計６００人 

第１０回：計６００人 

 ■調査手法…………… インターネット調査 

 

今回今回今回今回のののの報告書報告書報告書報告書はははは全全全全 10101010 回回回回のののの調査調査調査調査のうちのうちのうちのうち２００４２００４２００４２００４年年年年かかかからららら２００９２００９２００９２００９年年年年までのまでのまでのまでの各各各各７７７７月時点月時点月時点月時点のののの調査結果調査結果調査結果調査結果６６６６回分回分回分回分をををを時系列時系列時系列時系列としてまとめたものですとしてまとめたものですとしてまとめたものですとしてまとめたものです。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ 博報堂ＤＹメディアパートナーズ 

広報グループ   加藤・舟橋 ０３－６４４１－９３４７ 

メディア・コンテンツソリューション局 山下・小林 ０３－６４４１－９７７２ 

 


